
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
二
十
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日
受
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（
質
問
の 

二
四
） 

答

弁

第

二

四

号 
   

衆
議
院
議
員
荒
木
宏
君
提
出
金
熊
寺
川
の
環
境
破
壊
を
防
止
す
る
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
二
第
二
四
号 

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
二
十
三
日 

衆

議

院

議

長 
保 

利 
 

茂 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

福 

田 

赳 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
荒
木
宏
君
提
出
金
熊
寺
川
の
環
境
破
壊
を
防
止
す
る
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る 

答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

岩
出
町
が
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
と
し
て
行
つ
て
い
る
ご
み
の
焼
却
残
灰
の
埋
立
処
分
に
つ
い
て
は
、
廃 

 

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
十
六
条
第
二
項
に
抵
触
す
る
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

御
指
摘
の
検
査
及
び
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
金
熊
寺
川
上
流
の
水
質
の
状
況
と
ご
み
の
焼
却
残
灰
の
埋
立
処 

 

分
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
評
価
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

な
お
、
今
後
と
も
、
市
町
村
が
行
う
一
般
廃
棄
物
の
処
理
が
適
正
に
な
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
。 

三
に
つ
い
て 

市
町
村
が
行
う
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
広
域
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
適
切
な
場
合
が
多
い
た 



四
に
つ
い
て 

(1) 

昭
和
四
十
七
年
七
月
、
大
阪
府
泉
南
市
長
か
ら
和
歌
山
県
知
事
に
対
し
て
、
岩
石
採
取
場
か
ら
金
熊
寺
川

へ
汚
濁
水
が
流
入
し
下
流
の
簡
易
水
道
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
し
て
、
採
石
法
第
三
十
三
条
の
十
四
の
規
定 

 

に
基
づ
く
要
請
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
和
歌
山
県
は
、
大
阪
通
商
産
業
局
、
大
阪
府
、
泉
南
市
及
び
岩
出 

町
と
と
も
に
現
地
調
査
を
行
つ
た
上
、
採
石
業
者
に
対
し
て
、
沈
殿
池
の
整
備
拡
張
等
の
施
設
改
善
に
よ
る 

汚
濁
水
流
出
防
止
対
策
等
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
つ
た
。
当
該
施
設
改
善
の
措
置
は
、
昭
和
四
十
八
年
五
月 

ま
で
に
完
了
し
、
以
後
現
在
ま
で
本
件
採
石
に
よ
る
簡
易
水
道
へ
の
影
響
は
生
じ
て
い
な
い
と
聞
い
て
い 

 

る
。 

め
、
従
来
か
ら
市
町
村
に
対
し
そ
の
広
域
的
な
実
施
を
指
導
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
更
に
大
都
市 

圏
等
廃
棄
物
の
最
終
処
分
が
困
難
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
地
域
を
対
象
と
し
て
関
係
市
町
村
等
に
よ
る
最
終
処 

分
場
の
共
同
設
置
構
想
等
、
最
終
処
分
場
の
確
保
に
関
す
る
具
体
的
方
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

四 

 



五
に
つ
い
て 

(2) 
採
取
計
画
の
認
可
に
当
た
つ
て
の
基
準
は
、
採
石
法
第
三
十
三
条
の
四
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
通
商
産
業

省
は
、
都
道
府
県
知
事
の
認
可
が
こ
の
基
準
に
基
づ
き
的
確
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
災
害
防 

止
の
施
設
と
し
て
の
沈
殿
池
に
つ
い
て
は
、
処
理
す
べ
き
汚
濁
水
の
性
質
及
び
水
量
、
採
取
場
周
辺
地
域
に 

お
け
る
降
雨
強
度
、
そ
の
他
当
該
採
取
場
に
係
る
固
有
の
条
件
を
考
慮
す
る
よ
う
都
道
府
県
を
指
導
し
て
お 

 

り
、
沈
殿
池
に
関
す
る
画
一
的
な
基
準
は
定
め
て
い
な
い
。 

現
在
の
採
取
計
画
に
よ
れ
ば
、
岩
石
採
取
終
了
後
の
跡
地
斜
面
の
植
生
に
つ
い
て
は
、
植
栽
の
時
期
を
選
ん 

で
種
子
吹
付
け
を
行
い
、
斜
面
の
階
段
状
の
部
分
に
は
表
土
を
一
メ
ー
ト
ル
程
度
客
土
し
、
オ
ニ
ヤ
シ
ャ
ブ 

 

シ
、
松
等
を
混
植
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
こ
の
計
画
の
植
生
に
関
す
る
施
行
主
体
は
、
認
可
を
受
け
た
採 

な
お
、
大
阪
通
商
産
業
局
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
現
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
沈
殿
池
は
三
基
あ
り
、
そ
の
容 

 
 

量
の
合
計
は
約
八
千
八
百
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。 

五 

 



六
に
つ
い
て 

(1) 

国
有
林
六
十
七
林
班
に
お
け
る
岩
石
の
採
取
及
び
立
木
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、
当
該
国
有
林
に
隣
接
す
る 

民
有
地
に
お
い
て
岩
石
の
採
取
が
行
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
当
該
採
取
に
よ
り
当
該
国
有
林
に
係
る
土
地
の 

 

崩
壊
等
の
お
そ
れ
が
生
じ
、
こ
れ
に
よ
る
周
辺
地
域
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
技
術
的
見
地
等
か 

 

ら
み
て
国
有
林
の
区
域
の
一
部
に
お
い
て
そ
の
崩
壊
等
を
防
止
す
る
た
め
の
切
土
施
工
を
行
わ
ざ
る
を
得
な 

 

か
つ
た
こ
と
か
ら
や
む
を
得
ず
、
当
該
採
石
業
者
に
お
い
て
そ
の
負
担
に
よ
り
当
該
工
事
を
実
施
す
る
こ
と 

 

と
な
り
、
こ
れ
に
伴
つ
て
当
該
岩
石
の
採
取
等
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

石
業
者
で
あ
り
、
当
該
採
取
計
画
の
実
施
に
関
す
る
監
督
は
、
そ
の
認
可
を
し
た
和
歌
山
県
知
事
が
行
う
こ
と
と

な
つ
て
い
る
。 

な
お
、
和
歌
山
県
知
事
は
、
当
該
工
事
に
伴
う
岩
石
の
採
取
が
採
石
法
第
三
十
三
条
の
四
に
規
定
す
る
基 

 

準
に
照
ら
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
認
め
、
採
取
計
画
の
認
可
の
処
分
を
行
つ
た
も
の
で
あ
る
。 

六 

 



(3) 

六
に
つ
い
て

(1)
で
述
べ
た
工
事
に
お
い
て
は
、
斜
面
の
傾
斜
は
平
均
五
十
度
と
し
、
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
ご

と
に
五
メ
ー
ト
ル
の
幅
の
階
段
を
設
け
る
等
の
措
置
に
よ
つ
て
そ
の
斜
面
の
崩
壊
を
防
止
す
る
こ
と
と
な
つ 

て
い
る
。
ま
た
、
斜
面
の
植
生
に
つ
い
て
は
、
植
栽
の
時
期
を
選
ん
で
種
子
吹
付
け
を
行
い
、
斜
面
の
階
段 

状
の
部
分
に
は
表
土
を
一
メ
ー
ト
ル
程
度
客
土
し
、
オ
ニ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
、
松
等
を
混
植
す
る
こ
と
と
な
つ
て 

(2) 
本
件
採
石
が
水
源
か
ん
養
機
能
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
金
熊
寺
川
の
流
域
に
お
け
る
採
石
は
、
現

在
本
件
採
石
を
含
め
て
二
か
所
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
採
取
場
の
面
積
は
約
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ 

 

り
、
金
熊
寺
地
区
の
簡
易
水
道
及
び
六
尾
地
区
の
上
水
道
の
取
水
に
係
る
金
熊
寺
川
流
域
の
森
林
面
積
約
二 

千
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し
二
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
か
な
り
低
い
比
率
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
い
も
の
と
考
え 

る
。 ま

た
、
採
石
に
伴
う
地
上
立
木
の
伐
採
が
防
風
効
果
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
つ
づ
ら
畑
地
区
ま
で 

の
距
離
等
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
と
考
え
る
。 

七 

 



 

八 

い
る
。 

(4) 
御
指
摘
の
民
有
地
と
国
有
林
と
の
境
界
に
つ
い
て
は
、
明
示
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
六
に
つ
い
て

(1)

で
述
べ
た
工
事
の
完
了
後
、
直
ち
に
境
界
標
の
復
元
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

な
お
、
国
有
林
内
の
岩
石
の
販
売
区
域
に
つ
い
て
は
、
現
地
に
明
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

(5) 

六
に
つ
い
て

(2)
及
び
四
に
つ
い
て

(1)
で
述
べ
た
事
情
か
ら
、
泉
南
市
長
の
意
見
を
聞
か
な
か
つ
た
も
の
で

あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




